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平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日  

 

公益財団法人豊田市国際交流協会  

 



平 成 ２ ９ 年 度 事 業 報 告  

 

 公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 （ T o y o t a  I n t e r n a t i o n a l  A s s o c i a t i o n :  Ｔ ＩＡ）は、昭

和 ６ ３年 の設 立 以 来 「国 際 化 の主 役 は市 民 である 」の理 念 の下 、国 際 交 流 ・国 際 理 解 教

育 ・多 文 化 共 生 を三 本 柱 とし、地 域 の国 際 化 を推 進 しています。  

 平 成 ２９年 度 は、海 外 からの来 訪 者 を温 かくお迎 えすることを目 的 に、「おもてなし英 会 話 講

座 」や「外 国 人 おもてなし市 民 会 議 」を開 催 するとともに、地 域 での国 際 交 流 と国 際 理 解 を進

めるため、豊 田 市 駅 前 、あすて、地 域 の交 流 館 等 で様 々な交 流 事 業 を新 たに実 施 してまいり

ました。  

また、１２月 に開 催 したドイツデーで２００回 目 となったナショナルデーでは、これまで７０か国 の

国 々を紹 介 し、１万 ２千 人 の皆 さんにご参 加 いただきました。  

一 方 、「豊 田 市 外 国 人 市 民 会 議 」を豊 田 市 から受 託 し、外 国 人 住 民 と日 本 人 住 民 が地

域 の国 際 化 の課 題 解 決 に向 けて議 論 をする「ミライカフェ」等 の事 業 を実 施 してまいりました。  

平 成 ２０年 ９月 のリーマンショックで急 激 に減 尐 した豊 田 市 に暮 らす外 国 人 も、リーマンショ

ック前 の水 準 にほぼ戻 り、Ｔ ＩＡで日 本 語 を勉 強 する外 国 人 もますます増 加 しています。今 後 、

ラグビーワールドカップを始 めとした国 際 的 なイベントの開 催 もあり、国 際 化 の重 要 性 はますま

す高 まっていくことが予 測 されます。  

こうした中 、Ｔ ＩＡは今 後 とも、外 国 人 を含 む多 くの市 民 の皆 様 とともに、市 民 主 体 の国 際 の

まちづくりを目 指 してまいります。引 き続 き皆 様 のご理 解 と、ご支 援 をいただけますようお願 い申

し上 げます。  

 

１  公 益 目 的 事 業 １  

地 域 と諸 外 国 との相 互 理 解 と友 好 親 善 を深 めるための国 際 交 流 と国 際 協 力 に関 す

る事 業  

【 国 際 交 流 】  

（ １ ） 国 際 親 善 使 節 の 受 入 （ 受 託 事 業 ＋ 自 主 事 業 ）  

豊 田 市 を訪 問 する外 国 人 学 生 等 の国 際 親 善 使 節 を受 け入 れ、市 民 との交 流 の機

会 を持 ち、相 互 理 解 と友 好 親 善 を深 めました。  

ア  ウ エ イ ン 州 立 大 学 学 生 の 受 入  

米 国 デトロイト市 の大 学 で日 本 語 を学 ぶ学 生 が豊 田 市 内 でホームステイをしながら、

ナショナルデーの実 施 、県 内 大 学 生 との交 流 等 を行 う予 定 でしたが、来 日 中 止 により

実 施 しませんでした。  

 

イ  デ ト ロ イ ト 姉 妹 都 市 交 流 交 換 学 生 の 受 入  

豊 田 市 の姉 妹 都 市 であるデトロイト市 の交 換 学 生 の受 入 に対 する協 力 として、ホー

ムステイ、表 敬 訪 問 、市 内 の施 設 見 学 、学 校 訪 問 を通 し、豊 田 市 や日 本 に対 する

理 解 を深 めるためのプログラムや市 民 交 流 プログラムを実 施 しました。  

時    期   平 成 ２９年 ７月 ２６日 （水 ）～８月 ４日 （金 ）  

受 入 人 数   ８人  

 



（ ２ ） ナ シ ョ ナ ル デ ー の 開 催 （ 受 託 事 業 ＋ 自 主 事 業 ）  

とよたグローバルスクエアや市 内 の施 設 にて、世 界 各 国 の文 化 や生 活 を紹 介 する機

会 として「ワールドカフェ」、外 国 人 住 民 と日 本 人 住 民 が一 緒 に話 し合 う機 会 として「ミラ

イカフェ」を開 催 しました。外 国 人 住 民 や海 外 経 験 が豊 富 な日 本 人 にボランティア活 動

の場 を提 供 し、市 民 主 体 の国 際 交 流 の継 承 と発 展 に寄 与 しました。  

  ア  ワ ー ル ド カ フ ェ  

    時    期   平 成 ２９年 ４月 ２３日 （日 ）～平 成 ３０年 ２月 ２５日 （日 ）  

内    容   全 １６回 、内 １１か国 （ドイツ２回 ・日 本 ５回 ・ジャマイカ・インドネシア・ペ

ルー・ブラジル・フィ リピン ・ ロシア ・ イギ リス ・ インド ・ア メ リカ ）の文 化 紹

介 ・体 験 、歌 や踊 りの披 露 、楽 器 の演 奏 、料 理 等 を行 いました。  

参 加 者 数   延 べ７０９人  

 

  イ  ミ ラ イ カ フ ェ  

    時    期   平 成 ２９年 １２月 １０日 （日 ）  

内    容   「 ラグビーワールドカップ２０ １ ９ ™に向 けたおもてなしを強 化 するために

豊 田 市 におけるマイクロアグレッションと差 別 に挑 む」と題 し、マイクロア

グレッション （気 づかれにくい形 や意 図 しない形 で、あるいは間 接 的 に

外 国 にルーツを持 つ人 々を含 む民 族 的 尐 数 派 や社 会 の主 流 から取

り残 された人 々を攻 撃 する言 動 ）について、アンケート結 果 の報 告 や専

門 家 の話 、外 国 人 住 民 の話 を聞 き、ミライカフェ形 式 で、様 々な国 籍

の方 が参 加 し、小 グループで自 由 にディスカッションを行 い、参 加 者 全

体 で共 有 しました。  

参 加 者 数   ２８人  

 

（ ３ ）「 国 際 の 日 」 事 業 の 開 催 （ 受 託 事 業 ＋ 自 主 事 業 ）  

Ｔ ＩＡが設 立 された１０月 １日 を「国 際 の日 」として、市 民 一 人 ひとりが豊 田 市 の一 員 で

あると同 時 に国 際 社 会 の一 員 であることを意 識 し、行 動 することができるように、Ｔ ＩＡのボ

ランティアグループ・豊 田 市 及 び関 係 機 関 や団 体 とともに、事 業 を行 いました。  

平 成 ２９年 度 は、より多 くの外 国 人 住 民 との共 働 を目 指 し、豊 田 市 駅 前 の再 開 発 ビ

ルＫ ｉＴＡＲＡのオープニングに併 せて「Ｔ ＩＡ地 球 サイト」と銘 打 ち、ステージでの各 国 紹 介

や体 験 ブース、エスニック屋 台 の出 店 等 を行 い、例 年 を上 回 る外 国 人 の参 加 ・参 画 が

見 られ、広 く「国 際 都 市 豊 田 」をアピールすることができました。  

時    期   平 成 ２９年 １１月 ２６日 （日 ）午 前 １０時 ～午 後 ３時  

場    所   豊 田 市 駅 前 停 車 場 線  

内    容   

     【ステージ企 画 】  

国  内 容  

インドネシア  音 楽 と舞 踊  

ブラジル  サンバ・ボサノバ音 楽 とカポエイラ  



中 国  舞 踊 と太 極 拳 と歌  

トリニダード・トバゴ  スティールパン演 奏  

メキシコ  マリアッチ演 奏 と民 族 衣 装 ファッションショー  

日 本  棒 の手  

       【体 験 コーナー】  

日 本 文 化 体 験  外 国 人 対 象 の「お茶 と折 り紙 」の体 験  

世 界 の国 々の紹 介  にほんごひろばで学 ぶ学 習 者 による自 国 の紹 介  

ねんどでマグネット作 り  トルシーダで学 ぶ子 どもによるものづくり体 験  

【ワールドマーケット】  

フェアトレード商 品 販 売  
ａｎ ａｍ  ｆ ａ ｉ ｒ  ｔ ｒ ａｄ ｅ＆ｎａ ｔｕ ｒ ａ ｌ  

Ｃｈ ｉ ｌ ｄ  Ｎｅｅｄ ｓ  Ｈｏｍｅ  

農 産 物 販 売  Ｈａｔ ａｋｅ  Ｐｒｏ ｊ ｅ ｃ ｔ 、オイスカ  

世 界 各 国 の飲 食 物  中 国 、ブラジル、韓 国 、日 本  

       【その他 】  

        ・とよた日 本 語 学 習 支 援 システムの紹 介  

        ・豊 田 市 外 国 人 おもてなし推 進 事 業 の紹 介  

・外 国 人 対 象 ・豊 田 市 近 代 の産 業 とくらし発 見 館 への英 語 ツアー  

来 場 者 数   ５，０１１人  

 

（ ４ ）地 域 の 国 際 交 流 に 関 す る イ ベ ン ト 等 へ の 協 力・支 援 事 業 （受 託 事 業 +自 主 事 業 ）  

諸 外 国 との相 互 理 解 と友 好 親 善 を深 める各 種 交 流 事 業 を類 似 の団 体 とともに開 催

し、交 流 事 業 の多 様 化 を図 りました。  

ア  ２ ０ １ ９ Ｒ Ｗ Ｃ ™に 向 け た 外 国 人 お も て な し 推 進 事 業  

２０１ ９年 のラグビーワールドカップを契 機 として、外 国 人 住 民 を含 む市 民 が主 体 と

なり、来 訪 する外 国 人 を温 かく迎 えられる体 制 づくりと人 材 育 成 事 業 の実 施 により、

都 市 の国 際 化 推 進 を目 指 して事 業 を展 開 しました。  

時    期   平 成 ２９年 ４月 １日 （土 ）～平 成 ３０年 ３月 ３１日 （土 ）  

内    容  

ア）「豊 田 市 外 国 人 おもてなし市 民 会 議 」の開 催  

時    期  第 １回 /幹 事 会   平 成 ２９年 ５月 １８日 （木 ）  

                     午 後 ２時 ～４時  

第 ２回 /幹 事 会   平 成 ２９年 １０月 １２日 （木 ）  

午 後 ２時 ～４時  

第 ３回 /全 体 会   平 成 ３０年 ３月 １６日 （金 ）  

午 後 ３時 ～４時  

場    所  とよたグローバルスクエア  

議    題  第 １回   今 年 度 の会 議 体 制 、交 流 プログラム・英 語 サイト・  

英 語 ガイドボランティアに関 する意 見 交 換  

 



第 ２回   英 語 サイトのリニューアル報 告 と意 見 交 換 、交 流 プ

ログラム・英 語 ガイドボランティアに関 する意 見 交 換  

第 ３回   平 成 ２９年 度 の事 業 総 括 と来 年 度 の体 制 について  

 

イ）英 語 ガイドボランティアの募 集 ・登 録  

募 集 時 期  平 成 ２９年 ４月 １日 （土 ）～平 成 ３０年 ３月 ３１日 （土 ）  

登 録 者 数  ７４人  

 

ウ）英 語 ガイドボランティア養 成 講 座 の開 催  

時    期   第 １回  平 成 ２９年 ６月 １８日 （日 ）午 前 １０時 ～正 午  

第 ２回  平 成 ２９年 ９月 ２３日 （土 ）午 前 １０時 ～正 午  

場    所  とよたグローバルスクエア  

内    容  

  内 容 ・講 師  参 加 者 数  

第

１
回 

①  自 己 紹 介  

②  豊 田 市 の紹 介  

③  豊 田 市 内 の施 設 の紹 介  

④  銀 行 やＡＴＭの利 用 の仕 方  

講 師 ：アリソン・ティースデール（カナダ出 身 ）  

１６人  

第

２
回 

①英 語 ガイドをする小 さなコツ  

②秋 のお祭 りについて  

「挙 母 祭 りについて説 明 して、案 内 してみよう！」  

講 師 ：アリソン・ティースデール（カナダ出 身 ）  

２０人  

 

エ）外 国 人 向 け交 流 プログラムの受 入 先 募 集 、英 語 サイトでのＰＲ  

募 集 時 期  平 成 ２９年 ４月 １日 （土 ）～平 成 ３０年 ３月 ３１日 （土 ）  

登 録 件 数  １１５件     

外 国 人 参 加 者 数  ３８７人  

 

オ）既 存 の市 内 大 型 イベント等 における事 業 のＰＲ  

ニュースレターの発 行 とＰＲカードの作 成 を行 い、あすてのイベント等 でＰＲ

しました。  

 

イ  地 域 の 国 際 交 流 普 及 事 業  

  外 国 人 住 民 及 び国 際 交 流 の普 及 につながる活 動 を行 う個 人 及 び団 体 が主 体 と

なり、新 たな地 域 での国 際 化 推 進 事 業 を展 開 しました。  

（ ア ） Ｈ ａ ｔ ａ ｋ ｅ  Ｐ ｒ ｏ ｊ ｅ ｃ ｔ （野 菜 づくりプロジェクト）  

時    期   平 成 ２９年 ４月 １日 （土 ）～平 成 ３０年 ３月 ３１日 （土 ）  

場    所   公 益 財 団 法 人 あすて  

参  加  者   ８人 （出 身 国 内 訳 ：インド２人 、タイ２人 、ジャマイカ１人 、ブラジル



２人 、中 国 １人 ）  

 

（ イ ） ア ウ ト リ ー チ （Ｔ ＩＡ以 外 の地 域 におけるプロジェクト）  

    ａ  国 際 英 語 交 流 会  

時   期   平 成 ２９年 ６月 １１日 （日 ）  

場   所   上 郷 交 流 館  

講   師   スタンリー・トロ（ジャマイカ出 身 ）、英 語 ﾎ ﾞﾗﾝﾃｨｱＧＬＯＢＥ  

ｂ  Ｗｏｒ ｌ ｄ  Ｃｕ ｉ ｓ ｉ ｎ ｅ  韓 国  

時   期   平 成 ２９年 ６月 ２４日 （土 ）  

場   所   公 益 財 団 法 人 あすて  

講   師   金 銀 慶 ほか、英 語 ﾎ ﾞ ﾗﾝﾃ ｨｱＧＬＯＢＥ  

ｃ  おいでんアートフェスタ  

時   期   平 成 ２９年 ９月 １７日 （日 ）  

場   所   スカイホール豊 田  

講   師   ＴＯＹＯＴＡ  ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ  ＧＲＯＵＰ  

ｄ  Ｗｏｒ ｌ ｄ  Ｃｕ ｉ ｓ ｉ ｎ ｅ  ジャマイカ  

時   期   平 成 ２９年 ９月 １８日 （月 ）  

場   所   公 益 財 団 法 人 あすて  

講   師   ダニエル・ニコルソンほか、英 語 ﾎ ﾞ ﾗﾝﾃ ｨｱＧＬＯＢＥ  

ｅ  エコット映 画 会 「バレンタイン一 揆 」  

時   期   平 成 ３０年 １月 ２１日 （日 ）  

場   所   豊 田 市 環 境 学 習 施 設 ｅｃｏ‐Ｔ  

講   師   稲 熊  なつみ（ａｎａｍ  ｆ ａ ｉ ｒ  ｔ ｒ ａ ｄ ｅ＆ｎａ ｔｕ ｒ ａ ｌ ）  

ｆ  Ｗｏｒ ｌ ｄ  Ｃｕ ｉ ｓ ｉ ｎ ｅ  ドイツ  

時   期   平 成 ３０年 ３月 ２４日 （土 ）  

場   所   公 益 財 団 法 人 あすて  

講   師   ベーナート・セバスチャンほか、英 語 ﾎ ﾞ ﾗﾝﾃ ｨｱＧＬＯＢＥ  

 

ウ  そ の 他 関 連 団 体 ・ 機 関 へ の 支 援 と 協 力  

  国 際 交 流 ・協 力 ・多 文 化 共 生 の分 野 においてＴ ＩＡとつながりのある団 体 等 への支

援 や協 力 をしました。  

（ ア ） あ す て ク ラ フ ト マ ー ケ ッ ト 出 展  

時    期   平 成 ２９年 ５月 ２８日 （日 ）  

場    所   公 益 財 団 法 人 あすて  

 

（ イ ） あ す て ス マ イ ル フ ェ ス タ 出 展  

時    期   平 成 ２９年 １２月 １０日 （日 ）  

場    所   公 益 財 団 法 人 あすて  

 

（ ウ ） 中 国 語 で プ ラ ネ タ リ ウ ム  



時    期   平 成 ３０年 １月 ２８日 （日 ）  

場    所   とよた科 学 体 験 館  プラネタリウム  

 

（ エ ） 市 民 の 誓 い ４ ０ 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 出 展  

時    期   平 成 ３０年 ３月 ４日 （日 ）    

場    所   とよたグローバルスクエア  

 

【 国 際 協 力 】  

（ ５ ） 国 際 協 力 機 構 （ Ｊ Ｉ Ｃ Ａ ） ボ ラ ン テ ィ ア 説 明 会 開 催 事 業 （ 自 主 事 業 ）  

Ｊ Ｉ ＣＡと協 力 し、 Ｊ ＩＣＡボランティア秋 募 集 「体 験 談 ＆説 明 会 」を開 催 し、青 年 海 外 協

力 隊 やシニア海 外 ボランティア等 への参 加 や国 際 協 力 への理 解 ・促 進 に努 めました。  

時    期   平 成 ２９年 １０月 ２８日 （土 ）午 前 １０時 ３０分 ～午 後 ０時 ３０分  

参 加 者 数   ２５人  

 

２  公 益 目 的 事 業 ２  

 地 域 の国 際 化 を推 進 するための人 材 の育 成 と地 域 の市 民 活 動 等 支 援 に関 する事 業     

【 人 材 育 成 】  

（ １ ） ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 ・ 育 成 ・ 紹 介 事 業 （ 自 主 事 業 ）  

通 訳 、交 流 、支 援 等 を行 うボランティア２９６人 が登 録 し、多 様 な活 動 を展 開 しました。

「国 際 の日 」交 流 イベント等 でボランティアの協 力 を得 て事 業 を進 めました。また、個 人 及

びボランティアグループの年 度 ごとの登 録 ・更 新 を促 進 しました。新 たに登 録 を希 望 する

人 には具 体 的 なボランティア活 動 を紹 介 し、人 材 の育 成 を図 りました。  

・ 個 人 ボ ラ ン テ ィ ア  子 ど も 英 語 交 流 補 助 ボ ラ ン テ ィ ア  

に ほ ん ご ひ ろ ば ボ ラ ン テ ィ ア  

災 害 サ ポ ー ト ボ ラ ン テ ィ ア  

通 訳 ・ 翻 訳 ボ ラ ン テ ィ ア  

 ナ ビ ゲ ー タ ー  

 ホ ー ム ス テ イ ・ ビ ジ ッ ト ボ ラ ン テ ィ ア  

・ グ ル ー プ ボ ラ ン テ ィ ア  

国 際 交 流         Ｅ ‐ Ｉ Ｆ Ｆ  

 英 語 ﾎﾞﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱＧ Ｌ Ｏ Ｂ Ｅ  

     オ ー プ ン ハ ー ト  

 日 本 文 化 紹 介 グ ル ー プ  

多 文 化 共 生     Ａ ｌ ｐ ｈ ａ 日 本 語 教 室  

 日 本 語 サ ロ ン  

 希 望 の 光  

 ト ル シ ー ダ  

国 際 協 力      ほ づ み 会  

 Ｃ ｈ ｉ ｌ ｄ  Ｎ ｅ ｅ ｄ ｓ  Ｈ ｏ ｍ ｅ  

 



（ ２ ） ボ ラ ン テ ィ ア 意 見 交 換 会 の 開 催 （ 自 主 事 業 ）  

Ｔ ＩＡの事 業 、ボランティアグループの活 動 状 況 や活 動 計 画 についての情 報 を共 有 す

るとともに、ボランティア活 動 環 境 の整 備 に努 めました。また、ボランティア同 士 の交 流 を

図 りました。  

時    期   平 成 ２９年 ４月 ２３日 （日 ）午 前 １１時 ～正 午  

       

（ ３ ） 子 ど も 英 語 交 流 補 助 ボ ラ ン テ ィ ア （ 自 主 事 業 ）  

豊 田 市 教 育 委 員 会 と協 力 して、小 学 校 で行 われている英 語 学 習 の補 助 をするボラン

ティアを募 り、各 学 校 へ派 遣 しました。  

時    期   平 成 ２９年 ６月 ～平 成 ３０年 ３月  

派 遣 校 数   １８校  

派 遣 人 数   ２７人  

 

（ ４ ） 国 際 理 解 教 育 セ ミ ナ ー （ 受 託 事 業 ＋ 自 主 事 業 ）  

人 権 ・平 和 ・多 文 化 ・環 境 といった地 球 規 模 の様 々な問 題 への理 解 を深 め、その解

決 に向 けて実 践 的 な行 動 を起 こすことができる地 球 市 民 を育 成 することを狙 いとした、参

加 体 験 型 のセミナーを行 いました。  

さらに、将 来 の豊 田 市 の国 際 化 を担 う子 どもの国 際 感 覚 を育 むことを目 的 に、異 なる

文 化 的 な背 景 を持 つ多 様 な人 々に対 して共 感 できる気 持 ちを育 むことを主 眼 とした「こ

ども国 際 クラブ」を通 年 開 催 しました。  

 

ア  国 際 理 解 教 育 セ ミ ナ ー  

「 Ｔ Ｉ Ａ 世 界 塾 」 の 開 催  

人 権 ・平 和 ・多 文 化 ・環 境 ・習 慣 等 、各 分 野 において地 域 で活 躍 する８人 の講

師 が、講 演 やワークショップ等 様 々な形 式 で、初 心 者 向 けの世 界 入 門 講 座 を行 いま

した。  

     時    期   平 成 ３０年 ２月 １８日 （日 ）午 後 １時 ～４時 １０分  

    受 講 者 数   １４８人  

        講    師   エジプト友 の会   前 田  保 久  

Ｃｈ ｉ ｌ ｄ  Ｎｅｅｄ ｓ  Ｈｏｍｅ  Ｙｏｕ ｔｈ   住 田  雄 佑  

シャプラニール愛 知 ネットワーク   裏 見  登 志 子  

（特 活 ）パレスチナ子 どものキャンペーン   中 村  哲 也  

熱 帯 林 行 動 ネットワーク名 古 屋   平 井  英 司  

（特 非 ）ル・スリール・ジャポン   石 田  純 哉  

ＮＧＯ内 モンゴル緑 化 の会   神 谷  みどり  

ＴＯＹＯＴＡ  ＩＮＤＯＮＥＳ ＩＡ  ＧＲＯＵＰ   ムル  ヨノ  

         

イ  こ ど も 国 際 ク ラ ブ  

  小 学 ４～６年 生 を対 象 に国 際 を理 解 するためのクラブ活 動 として、外 国 人 講 師 を招

き出 身 国 の文 化 や習 慣 等 を学 ぶ機 会 を提 供 しました。  



     時    期   平 成 ２９年 ４月 １６日 （日 ）～平 成 ３０年 ３月 ４日 （日 ）  

午 後 ３時 １５分 ～４時 １５分  全 ２０回  

受 講 者 数   ３０人  

講    師   ベーナート・セバスチャン（ドイツ出 身 ）、青 山  スッチャイ（タイ出 身 ）、ジ

ェームズ・ジョンソン（アメリカ出 身 ）、パロミノ ・ワアマン・アブラム・テイト

（ペルー出 身 ）、ジャシ ・ツェラン、ツェラン ・ジュマ（中 国 出 身 ） 、ミ ッキ

ー・マクフィーナ（ミクロネシア出 身 ）、薮 内  ヒョンジュ（韓 国 出 身 ）  

 

（ ５ ） 外 国 語 講 座 （ 受 託 事 業 ＋ 自 主 事 業 ）  

ア  母 語 保 持 教 室  

中 国 ・ブラジルにルーツを持 ち、中 国 語 ・ポルトガル語 の保 持 を希 望 する子 どもを対

象 として、レベル別 の母 語 保 持 教 室 を実 施 しました。  

時    期  ア）中 国 語  平 成 ２９年 ４月 ７日 ～平 成 ３０年 ３月 ３０日  

毎 週 金 曜 日  午 後 ５時 ５０分 ～６時 ５０分  全 ３５回  

イ）ポルトガル語  平 成 ２９年 ４月 ８日 ～平 成 ３０年 ３月 １７日   

毎 週 土 曜 日  午 後 ２時 ～４時  全 ３６回  

受 講 者 数 （人 ）                               

 

 

 

 

 

 

 

 

講    師  ア）中 国 語  凌  穎 、孟  繁 群 、王  宏  

イ）ポルトガル語  藤 本  真 理 、中 村  セレステ、疋 嶋  マユミ、菊 池  レ

ジナ、島 袋  カミラ  

 

イ  英 語 保 持 教 室  

上 記 以 外 の外 国 語 講 座 について、市 民 のニーズに応 じて、海 外 で過 ごした子 ども

たちを対 象 とした英 語 保 持 教 室 を実 施 しました。  

時    期   平 成 ２９年 ４月 １４日 ～平 成 ３０年 ２月 ２３日  

毎 週 金 曜 日  午 後 ５時 ３０分 ～６時 ３０分  全 ３０回  

受 講 者 数   １４人  

講    師   アリソン・テイラー（アメリカ出 身 ）  

 

  ウ  お も て な し 英 会 話 講 座  

    海 外 からの来 訪 者 をお迎 えすることを想 定 し、コミュニケーションをするときに使 える

易 しい英 会 話 を気 軽 に学 べる講 座 を実 施 しました。  

 ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

中  国  語  １７  １８  １３  １５  １５  休  

ポルトガル語  １６  １９  １２  １４  １１  １３  

 １０月  １１月  １２月  １月  ２月  ３月  

中  国  語  １２  １２  １２  １２  １２  １２  

ポルトガル語  ９  ７  ４  休  ４  ５  



時    期  第 １期   平 成 ２９年 ６月 １０日 ～８月 ５日  

毎 週 土 曜 日  午 後 ２時 ～３時  全 １０回  

（８月 ５日 のみ午 後 ２時 ～４時 ）  

第 ２期   平 成 ２９年 ９月 １５日 ～１１月 １７日  

毎 週 金 曜 日   午 後 ５時 ３０分 ～６時 ３０分  全 １０回  

第 ３期   平 成 ３０年 ２月 ２日 ～３月 １６日  

毎 週 金 曜 日  午 後 ５時 ３０分 ～６時 ３０分  全 ７回  

受 講 者 数    第 １期   延 べ１３７人  

第 ２期   延 べ１７６人  

第 ３期   延 べ１４０人  

講    師    第 １期   ジェームズ・ジョンソン（アメリカ出 身 ）  

第 ２期 ・第 ３期   ジェームス・ウィルソン（イギリス出 身 ）  

 

（ ６ ） 小 学 生 国 際 理 解 教 育 （ 受 託 事 業 ）  

市 内 の小 学 校 ７校 の児 童 ２９１人 を対 象 に、大 学 生 を中 心 としたグループが講 師 とな

り、国 際 理 解 教 育 を実 施 しました。平 成 ２９年 度 はとよたグローバルスクエアと各 小 学 校

にて実 施 しました。詳 細 は以 下 の通 りです。  

時  期  学 校 名  
参 加 学 年  

児 童 数  
講 師 団 体  実 施 内 容  

５月 ３０日  

（火 ）  

追 分  

冷 田  

４年 生  

１４人  
ＴＩＡ  

「豊 田 市 の国 際 化 と  

ＴＩＡについて」  

自 分 たちの周 りにある国 際 と

世 界 の「おいしい」を学 ぶ  

６月 ２７日  

（火 ）  
挙 母  

６年 生  

８２人  

名 古 屋 大 学  

ＥＩＵＰ  

「どれだけ分 かるかな？世 界 の

文 化 について知 ろう！」  

ウズベキスタンとカンボジアの

文 化 紹 介  

７月 ４日  

（火 ）  
市 木  

６年 生  

１１人  

中 国 人 市 民  

講 師  

「将 来 を考 えてみよう！」  

中 国 出 身 の講 師 による  

自 身 の経 験 紹 介  

９月 ２５日  

（月 ）  
童 子 山  

５年 生  

９６人  

４か国 出 身

の市 民 講 師  

「世 界 の文 化 を知 ろう！」  

韓 国 、ブラジル、ベトナム、

インドネシアの文 化 紹 介  

１２月 ５日  

（火 ）  
平 和  

５年 生  

５６人  

名 古 屋 大 学  

ＥＩＵＰ  

「留 学 生 による自 国 の  

紹 介 と文 化 交 流 」  

フィリピンの文 化 紹 介  

１２月 １２日  

（火 ）  
九 久 平  

６年 生  

３２人  

名 古 屋 大 学  

ＥＩＵＰ  

「留 学 生 からの国 の紹 介 と  

文 化 交 流 」  

ウクライナとインドの文 化 紹 介  

合 計  ７校  ２９１人    



【 市 民 活 動 支 援 】  

（ ７ ） 草 の 根 の 国 際 交 流 の 推 進 （ 受 託 事 業 ）  

豊 田 市 外 国 人 市 民 会 議 を開 催 し、１０か国 １０人 の委 員 と意 見 交 換 するとともに、 「ミ

ライカフェ」を実 施 しました。  

時  期  

参 加 者 数  
実 施 内 容  

第 １回  

５月 １４日 （日 ）  

１５人  

①委 嘱 状 交 付 式  

②第 １回 会 議  

委 員 長 、副 委 員 長 の選 出 、年 間 スケジュールの決 定 、平

成 ２９年 度 の取 組 みについて意 見 交 換  

第 ２回  

６月 １１日 （日 ）  

１５人  

平 成 ２９年 度 の取 組 みについて意 見 交 換 （継 続 ）  

①誰 もが住 みよいまちとは、どういうまちでしょ うか？そのために

はどうしたら良 いでしょうか？  

②こんなことで困 っていることはありますか？  

ではどうすれば良 いでしょうか？困 ったとき、どうすれば良 い

でしょうか？  

第 ３回  

７月 ９日 （日 ）  

１０人  

平 成 ２９年 度 の重 点 テーマ決 定  

①外 国 人 が困 ったときに何 があれば助 かるか？  

②イベントやサービスの情 報 がもっと外 国 人 に伝 わるためにはど

うすれば良 いか？  

③日 本 文 化 や日 本 のルールを外 国 人 が理 解 するためにどうし

たら良 いか？  

８月 ６日 （日 ）  

６人  

「外 国 人 による外 国 人 のための『日 本 のルール教 室 』」開 催  

日 本 社 会 のルールや職 場 でのコミュニケーションの注 意 点

を日 本 語 教 室 の学 習 者 に対 して寸 劇 で紹 介 。  

第 ４回  

９月 １０日 （日 ）  

１２人  

「外 国 人 が読 みたくなる広 報 とよた」  

ゲスト：豊 田 市 市 政 発 信 課  

ミライカフェ形 式 で意 見 交 換 。豊 田 市 での生 活 で必 要 な情

報 、このような広 報 になると良 い、豊 田 市 のホームページに

ついて意 見 交 換 。  

第 ５回  

１０月 １２日 （日 ）  

１８人  

「職 場 でのコミュニケーションで困 っていること 」  

ゲスト ：新 明 工 業 （株 ） 、 （株 ）テクノスマイル、ハローワーク、豊

田 市 産 業 部 ものづくり推 進 課  

ミライカフェ形 式 で意 見 交 換 。職 場 でのコミュニケーションに

ついての課 題 （ことば、情 報 、日 本 文 化 、社 会 のルール、会

社 のルール等 ）を共 有 し、問 題 解 決 についてのアイデアや

提 案 を検 討 。  

第 ６回  

１１月 １２日 （日 ）  

「学 校 でのコミュニケーションで困 っていること 」  

ゲスト：豊 田 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 課 、豊 田 市 立 平 井 小 学



１８人  校 、美 山 小 学 校 、崇 化 館 中 学 校  

ミライカフェ形 式 で意 見 交 換 。児 童 ・生 徒 ・保 護 者 ・学 校 そ

れぞれの立 場 で、学 校 でのコミュニケーションで困 っているこ

とを共 有 し、問 題 解 決 に向 けてアイデアや提 案 を検 討 。  

第 ７回  

１２月 １０日 （日 ）  

８人  

①「豊 田 市 民 の誓 い制 定 ４０周 年 記 念 シンポジウム」の分 科 会

の内 容 についての検 討 。  

②３月 の市 長 報 告 会 の準 備 。  

第 ８回  

（平 成 ３０年 ）  

1 月 １４日 （日 ）  

８人  

まちなか見 学 （豊 田 市 の昔 と今 を学 ぶ）  

①駅 周 辺 の新 しい施 設 見 学 及 び標 識 等 のチェック。  

②豊 田 市 近 代 の産 業 とくらし発 見 館 見 学 。  

第 ９回  

２月 １１日 （日 ）  

１０人  

①「豊 田 市 民 の誓 い制 定 ４０周 年 記 念 シンポジウム」分 科 会 の

内 容 の確 認 。  

②１年 の活 動 のふりかえり  

第 １０回  

３月 １３（火 ）  

１５人  

市 長 報 告 会 及 び懇 親 会  

 

（ ８ ） と よ た グ ロ ー バ ル ス ク エ ア の 運 営 （ 自 主 事 業 ）  

地 域 の国 際 交 流 の拠 点 として、国 際 交 流 や海 外 に関 する情 報 の提 供 及 び外 国 人

への生 活 やイベント、観 光 地 等 に関 する情 報 の提 供 、各 種 相 談 への対 応 をしました。さ

らに、日 本 人 と外 国 人 との交 流 を深 める場 、ボランティア活 動 の場 としても、とよたグロー

バルスクエアを運 営 しました。  

ア  ラ イ ブ ラ リ ー 、 雑 誌 コ ー ナ ー の 運 営  

市 民 が諸 外 国 への理 解 や協 力 、地 域 の国 際 化 への認 識 を深 めるために、とよたグ

ローバルスクエアに子 ども向 けの図 書 を紹 介 するコーナーを設 置 しました。新 聞 ・雑 誌

コーナーでは、近 隣 の国 際 交 流 協 会 の会 報 を配 架 し、利 用 者 に近 隣 協 会 の取 組 み

を紹 介 しました。  

 

イ  無 線 Ｌ Ａ Ｎ の 設 置  

誰 でも接 続 できる無 線 のＬＡＮサービスを継 続 して提 供 しました。また、利 用 者 から

の依 頼 に応 じて事 務 局 のインターネットパソコンを利 用 した情 報 提 供 を行 いました。  

 

ウ  掲 示 板 等 情 報 コ ー ナ ー の 充 実  

掲 示 板 等 情 報 コーナーを充 実 させ、日 本 人 と外 国 人 との交 流 を深 めるきっかけと

しました。また、多 言 語 の情 報 ・国 際 理 解 のイベント等 の案 内 を収 集 ・提 供 しました。  

 

  エ  外 部 団 体 の 受 入  

    にほんごひろば等 、Ｔ ＩＡの事 業 見 学 を希 望 する外 部 団 体 を受 け入 れました。  



３  公 益 目 的 事 業 ３  

外 国 人 と 共 に 暮 ら す 多 文 化 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 事 業  

【 多 文 化 共 生 】  

（ １ ） 日 本 語 講 座 （ 受 託 事 業 ）  

ア  Ｔ Ｉ Ａ に ほ ん ご ひ ろ ば  

市 内 及 び近 隣 在 住 の外 国 人 が日 本 人 とコミュニケーションを図 り、自 立 し、充 実 し

た日 常 生 活 を送 るための一 助 となるよう、名 古 屋 大 学 とよた日 本 語 学 習 支 援 システ

ムのカリキュラムを導 入 した入 門 から初 中 級 レベルの日 本 語 教 室 を実 施 しました。  

時    期   第 １期  平 成 ２９年 ４月 １日 ～８月 ６日  

金 曜 日  午 後 １時 ３０分 ～３時  

土 曜 日  午 前 １０時 ～１１時 ３０分  

日 曜 日  午 後 １時 ３０分 ～３時  

１６回 ／各 曜 日  

第 ２期  平 成 ２９年 ９月 ２９日 ～平 成 ３０年 ２月 １８日  

金 曜 日  午 後 １時 ３０分 ～３時  

土 曜 日  午 前 １０時 ～１１時 ３０分  

日 曜 日  午 後 １時 ３０分 ～３時  

１６回 ／各 曜 日  

ク ラ ス    第 １期  基 礎 クラス（入 門 ～初 級 レベル）  週 ２日  

読 み書 きクラス  週 １日   

総 合 クラス（初 中 級 レベル）  週 １日    

第 ２期  基 礎 クラス（入 門 ～初 級 レベル）  週 ２日  

読 み書 きクラス  週 １日  

総 合 クラス（初 中 級 レベル）  週 １日  

受 講 者 数   第 １期  １３４人  

第 ２期  １５５人  

出  身  国   ブラジル・中 国 ・ベトナム・フィリピン・タイ・インドネシアほか  

 

イ  Ｔ Ｉ Ａ に ほ ん ご ひ ろ ば 成 果 報 告 会  

新 規 ボランティアや受 講 生 の獲 得 、市 民 の国 際 理 解 の推 進 を目 的 とし、にほんご

ひろばで行 われている成 果 報 告 会 を一 般 公 開 して、日 本 語 教 室 の取 組 みを発 信 し

ました。受 講 生 にとっては公 開 の場 で発 表 をやり遂 げたり、日 本 語 を使 って市 民 と交

流 したりする等 、達 成 感 を得 られる貴 重 な機 会 となりました。  

時    期   第 １期  平 成 ２９年 ７月 ２８日 （金 ）、２９日 （土 ）、３０日 （日 ）  

第 ２期  平 成 ３０年 ２月 ９日 （金 ）、１０日 （土 ）、１１日 （日 ）  

 

  ウ  日 本 語 教 室 情 報 交 換 及 び 交 流 会  

    市 内 の日 本 語 教 室 との連 携 ・協 力 体 制 の強 化 を図 り、外 国 人 市 民 がより多 くの日

本 語 学 習 の機 会 を捉 えられるような環 境 づくりをするため、日 本 語 教 室 情 報 交 換 及

び交 流 会 を開 催 しました。  



時    期   平 成 ２９年 ６月 ３日 （土 ）午 後 ２時 ～３時 ３０分  

 

  エ  豊 田 市 内 の 主 な 日 本 語 教 室 一 覧 作 成 ・ 配 布  

    外 国 人 市 民 がより多 くの日 本 語 学 習 の機 会 を捉 えられるよう、豊 田 市 内 の主 な日

本 語 教 室 一 覧 を日 本 語 ・英 語 ・ポルトガル語 ・中 国 語 で作 成 し、配 布 しました。  

 

（ ２ ） 多 言 語 相 談 事 業 （ 受 託 事 業 ＋ 自 主 事 業 ）  

土 曜 日 ・日 曜 日 にポルトガル語 ・中 国 語 ・英 語 の相 談 窓 口 、平 日 昼 間 に中 国 語 ・英

語 の相 談 窓 口 を設 けました。年 間 相 談 件 数 は１，６９８件 となりました。  

ア  ポ ル ト ガ ル 語 相 談  

行 政 窓 口 の閉 庁 が多 い土 曜 日 ・日 曜 日 にポルトガル語 相 談 を行 いました。  

時    期   平 成 ２９年 ４月 １日 ～平 成 ３０年 ３月 ３１日  

毎 週 土 ・日 曜 日   午 前 １０時 ～午 後 ４時  

相 談 件 数   ３１２件  

 

イ  中 国 語 相 談  

中 国 語 での相 談 は多 岐 にわたるため、毎 日 対 応 しました。  

時    期  平 成 ２９年 ４月 １日 ～平 成 ３０年 ３月 ３１日  

火 曜 日  午 後 １時 ～４時  

水 ・木 ・金 ・日 曜 日  午 前 １０時 ～午 後 ４時  

土 曜 日  午 前 １０時 ～正 午  

相 談 件 数  ６６１件  

 

ウ  そ の 他 の 相 談 事 業  

上 記 相 談 員 常 駐 の時 間 帯 以 外 や英 語 及 び日 本 語 での対 応 は常 時 、当 協 会 職

員 が実 施 しました。  

時    期   平 成 ２９年 ４月 １日 （土 ）～平 成 ３０年 ３月 ３１日 （土 ）  

相 談 件 数   ７１９件  

 

エ  海 外 帰 国 ・ 出 国 児 童 生 徒 に 関 す る 相 談 事 業  

海 外 で生 活 を始 める家 族 、海 外 生 活 を終 えて帰 国 した家 族 向 けの子 どもに関 する

相 談 に当 協 会 職 員 が対 応 しました。  

時    期   平 成 ２９年 ４月 １日 （土 ）～平 成 ３０年 ３月 ３１日 （土 ）  

相 談 件 数   ６件  

 

（ ３ ） 通 訳 派 遣 事 業 （ 受 託 事 業 ）  

外 国 人 住 民 が市 民 生 活 を送 る上 で、人 権 に関 わる問 題 、福 祉 ・保 健 ・医 療 ・教 育 に

関 わる諸 手 続 き等 緊 急 性 の高 いケースで通 訳 補 助 が必 要 な場 合 に通 訳 者 を派 遣 しま

した。  

相 談 件 数   １３件  



派 遣 件 数   ８件 （言 語 内 訳 ：英 語 ４件 、タイ語 １件 、ネパール語 １件 、ベトナム語 １件 、

ポルトガル語 １件 ）  

 

（ ４ ） 翻 訳 事 業 （ 受 託 事 業 ＋ 自 主 事 業 ）  

市 役 所 各 部 署 からの翻 訳 依 頼 に対 応 することや、市 役 所 等 公 的 機 関 に提 出 する文

書 等 公 的 書 類 に限 り、市 民 から依 頼 のあった翻 訳 を行 うことで、市 民 生 活 をサポートしま

した。  

役 所 対 応   ２４件  

言 語 内 訳   中 国 語 １５件 、英 語 １件 、ハングル５件 、タガログ語 １件 、タイ語 １件 、ポ

ルトガル語 １件  

窓 口 対 応   ３０件 （出 生 ・結 婚 証 明 書 、戸 籍 謄 本 等 の翻 訳 ）  

言 語 内 訳   英 語 ２７件 、香 港 語 １件 、ハングル２件  

 

（ ５ ） 豊 田 市 外 国 人 災 害 サ ポ ー ト ボ ラ ン テ ィ ア 支 援 （ 受 託 事 業 ）  

大 規 模 災 害 発 生 時 、豊 田 市 の要 請 によって出 動 し、外 国 人 被 災 者 への通 訳 ・翻 訳

という言 葉 の面 からサポートを行 う人 材 を確 保 し、支 援 に必 要 なスキルを高 めるための講

座 の支 援 を行 いました。  

時    期   平 成 ３０年 ３月 １７日 （土 ）午 前 １０時 ～午 後 ３時 ３０分  

     場    所   とよたグローバルスクエア  

内     容  講 義 とワークショップ  

１）講 義  豊 田 市 の外 国 人 防 災 とサポートボランティアについて  

講 師  豊 田 市 国 際 まちづくり推 進 課  

２）講 義  災 害 時 のコミュニケーションについて  

講 師  名 古 屋 外 国 語 大 学  教 授  吉 富  志 津 代  氏  

３）翻 訳 ・通 訳 ワークショップ  

受 講 者 数   １３人 （内 、海 外 出 身 者 ６人 ）  

修  了  者   １３人 （内 訳 ：英 語 ８人 、中 国 語 ２人 、フィリピノ語 １人 、スペイン語 ２人 ）  

 

（ ６ ） と よ た 日 本 語 学 習 支 援 シ ス テ ム 支 援 事 業 （ 受 託 事 業 ）  

   「 とよた日 本 語 学 習 支 援 システム」 （豊 田 市 から名 古 屋 大 学 への委 託 事 業 ）のシステ

ムコーディネーターの活 動 場 所 を提 供 するとともに、豊 田 市 と連 携 しながら、地 域 における

日 本 語 教 室 の開 催 やボランティア募 集 等 のサポートを随 時 行 い、外 国 人 住 民 に対 する

日 本 語 学 習 の機 会 拡 充 を図 りました。  

また、継 続 してプログラム・コーディネーター養 成 講 座 運 営 への協 力 や対 象 者 判 定 の

研 修 会 にＴＩＡ職 員 が参 加 しました。  

特 に、Ｔ ＩＡの日 本 語 教 室 において、 「とよた日 本 語 学 習 支 援 システム」のカリキュラム

を導 入 したクラスを開 講 し、引 き続 き市 内 でのプログラムの普 及 に寄 与 しました。  

     

（ ７ ） 外 国 人 子 ど も 教 育 支 援 事 業 （ 受 託 事 業 ）  

市 内 で学 習 支 援 の場 を求 める外 国 につながる子 どもたちが集 まるＮＰＯ法 人 や小 学



校 の放 課 後 学 習 支 援 クラスに対 し、ポルトガル語 の通 訳 ・翻 訳 支 援 員 を雇 用 ・派 遣 し、

子 どもたちの教 育 環 境 の改 善 に努 めました。  

時    期   平 成 ２９年 ４月 ２日 （日 ）～平 成 ３０年 ３月 ３０日 （金 ）  

派  遣  先   ＮＰＯ法 人 子 どもの国 、ＮＰＯ法 人 トルシーダ、ＮＰＯ法 人 保 見 ケ丘 国 際

交 流 センター、豊 田 市 立 西 保 見 小 学 校 、豊 田 市 立 東 保 見 小 学 校  

（計 ５団 体 ）  

 

４  公 益 目 的 事 業 ４  

国 際 交 流 ・ 国 際 協 力 、 多 文 化 共 生 を 推 進 す る た め の 情 報 を 提 供 す る 事 業  

【 情 報 提 供 】  

（ １ ） Ｔ Ｉ Ａ 機 関 誌 発 行 事 業 （ 自 主 事 業 ）  

Ｔ ＩＡの事 業 報 告 等 を「Ｔ ＩＡレポート 」と 「 Ｔ ＩＡアルバム」 として発 行 し、国 際 交 流 の推

進 とＴ ＩＡに対 する協 力 支 援 を得 るため、県 内 国 際 交 流 担 当 部 署 ・市 内 各 種 国 際 交 流

団 体 ・Ｔ ＩＡ賛 助 会 員 ・関 係 者 及 び一 般 市 民 に配 布 しました。  

発 行 回 数   ２回 （６月 、２月 ）  

発 行 部 数   ２，０００部 ／回  

 

（ ２ ） 広 報 と よ た 「 外 国 人 の た め の 情 報 コ ー ナ ー 」 （ 自 主 事 業 ）  

豊 田 市 の広 報 紙 に英 語 ・ポルトガル語 による各 種 生 活 情 報 を掲 載 しました。  

発 行 回 数   ２４回 （毎 号 掲 載 ）  

発 行 部 数   約 １７０，０００部 ／回  

 

（ ３ ） Ｔ Ｉ Ａ ホ ー ム ペ ー ジ の 運 営 （ 自 主 事 業 ）  

多 言 語 による情 報 提 供 について、外 国 語 に堪 能 な相 談 員 を活 用 し、提 供 できる情 報

の質 と量 の拡 充 を図 りました。また、ソーシャルネットワーキングサービスを有 効 に活 用 し、

よりタイムリーな情 報 提 供 を行 いました。  

 

５  そ の 他  ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 等 の 活 動 実 績  

ＴＩＡに所 属 するグループ活 動 に対 する活 動 支 援 を実 施 しました。  

（ １ ） 英 語  

ア  Ｅ ‐ Ｉ Ｆ Ｆ   

木 曜 日 に定 例 会 を開 催 する傍 ら、下 記 の活 動 を実 施 しました。  

（ ア ） 英 語 サ ロ ン の 開 催   

英 語 による講 演 会 と講 師 との交 流 （公 １ （ ２ ）ア参 照 ）  

第 １回  内    容   「Ｗｅ ｌ ｃｏｍｅ  ｔ ｏ  Ｂｒａｚ ｉ ｌ 」  

時    期   平 成 ２９年 ９月 ３０日 （土 ）  

参 加 者 数   ２２人  

第 ２回  内    容   「英 語 でヨガ」  

時    期   平 成 ２９年 １１月 １６日 （木 ）  

参 加 者 数   ２８人  



（ イ ） 外 国 人 向 け 日 本 の 食 文 化 講 座  

日 本 の食 材 や食 文 化 について体 験 を通 して英 語 で学 べる機 会 の提 供  

第 １回  内    容   「お茶 の手 摘 み体 験 会 」  

時    期   平 成 ２９年 ５月 ２１日 （日 ）  

参 加 者 数   ３２人   

第 ２回  内    容   「そば打 ち体 験 ・試 食 」 （公 １ （２ ）ア参 照 ）  

時    期   平 成 ２９年 ６月 １５日 （日 ）  

参 加 者 数   ２３人  

  第 ３回  内    容   「日 本 のお茶 」 （公 １ （ ２ ）ア参 照 ）  

時    期   平 成 ２９年 １０月 ２９日 （日 ）   

参 加 者 数   ３２人  

 

イ  英 語 ﾎﾞﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱＧ Ｌ Ｏ Ｂ Ｅ  

毎 週 土 曜 日 、あるいは日 曜 日 に活 動 し、英 語 のスキルアップや外 国 人 スピーカーと

の交 流 イベントの企 画 等 を行 いました。  

（ ア ） ナ シ ョ ナ ル デ ー （ ワ ー ル ド カ フ ェ ） の 企 画  

     ボランティアの英 語 力 を生 かして国 を紹 介 するイベントを下 記 の通 り企 画 し、Ｔ Ｉ

Ａと協 力 して運 営 しました。外 国 人 講 師 は英 語 で講 演 を行 い、ボランティアが逐

次 通 訳 することにより、日 本 語 が十 分 ではない講 師 であっても出 演 することができ、

参 加 者 は英 語 に触 れる良 い機 会 となりました。 （公 １ （２ ）ア参 照 ）  

ａ  「ジャマイカ」  

時    期  平 成 ２９年 ７月 ３０日 （日 ）   

参 加 者 数  ４５人  

ｂ  「フィリピン」  

時    期  平 成 ２９年 １０月 ８日 （日 ）  

参 加 者 数  ４６人  

          ｃ  「インド」  

時    期  平 成 ３０年 ２月 １１日 （日 ）  

参 加 者 数  ４６人  

 

   （ イ ） 国 際 英 語 交 流 会 の 実 施  

       グループのメンバーが外 国 人 講 師 を招 いて世 界 各 国 の勉 強 と講 師 との交 流 を

図 りました。  

      ａ  「韓 国 」  

時    期  平 成 ２９年 ４月 ２３日 （日 ）   

参 加 者 数  １３人  

ｂ  「ジャマイカ」 （公 １ （４ ）イ参 照 ）  

時    期  平 成 ２９年 ６月 １１日 （日 ）   

参 加 者 数  １５人  

ｃ  「フィリピン＆インド」  



時    期  平 成 ２９年 ９月 ３日 （日 ）   

参 加 者 数  １６人  

ｄ  「アメリカ」  

時    期  平 成 ３０年 １月 ２１日 （日 ）   

参 加 者 数  １３人  

 

（ ウ ） あ す て Ｗ ｏ ｒ ｌ ｄ  Ｃ ｕ ｉ ｓ ｉ ｎ ｅ の 開 催  

   アウトリーチとして３回 開 催 しました。  

     

（ ２ ） 国 際 交 流  

ア  オ ー プ ン ハ ー ト  

  ホームステイの受 入 及 び受 入 に関 する情 報 提 供 を行 いました。  

（ ア ） 豊 田 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 留 学 生 の 受 入  

時    期   平 成 ２９年 ７月 １１日 （火 ）～１６日 （日 ）  

人    数   １人 （トルコ）  

 

（ イ ） 豊 田 高 専 留 学 生 の 受 入  

時    期   平 成 ３０年 １月 ５日 （金 ）～７日 （日 ）  

人    数   ３人 （モンゴル、カンボジア）  

 

（ ウ ） 日 本 科 学 振 興 機 構 （ Ｊ Ｓ Ｔ ） 派 遣 高 校 生 の 受 入  

時    期   平 成 ３０年 ２月 ９日 （金 ）～１１日 （日 ）  

人    数   ５人 （中 国 ）  

 

イ  日 本 文 化 紹 介 グ ル ー プ  

外 国 人 向 けに、茶 道 ・華 道 ・書 道 ・着 付 ・折 り紙 ・絵 手 紙 の体 験 や、料 理 講 座 等

を通 して日 本 文 化 を紹 介 しました。  

（ ア ） 外 国 人 へ の 日 本 文 化 紹 介  

内    容   茶 道 ・華 道 ・書 道 ・着 付 ・折 り紙 ・絵 手 紙 の紹 介  

時    期   平 成 ２９年 ４月 １日 （土 ）～平 成 ３０年 ３月 ３１日 （土 ）  

参 加 者 数   ６６人  

 

 （ イ ） 日 本 文 化 体 験 デ ー の 実 施 （ 公 １ （ ２ ） ア 、（ ３ ） 参 照 ）  

第 １回 目   内    容   茶 道 ・書 道 ・着 付 ・折 り紙 を１日 で体 験  

時    期   平 成 ２９年 ５月 ２１日 （日 ）  

参 加 者 数   １１人  

第 ２回 目   内    容   茶 道 ・華 道 ・書 道 ・着 付 ・折 り紙 を１日 で体 験  

時    期   平 成 ２９年 １０月 ２９日 （日 ）  

参 加 者 数   １５人  

第 ３回 目   内    容   茶 道 ・折 り紙 を体 験  



時    期   平 成 ２９年 １１月 ２６日 （日 ）  

参 加 者 数   ６０人  

  

  （ ウ ） お ひ な さ ま の お こ し も の 作 り （ 公 １ （ ２ ） ア 参 照 ）  

内    容   ひな祭 りに合 わせ、おこしものの作 り方 を講 習  

時    期   平 成 ３０年 ２月 ２４日 （土 ）  

参 加 者 数   １４人  

 

（ ３ ） 多 文 化 共 生  

ア  日 本 語 サ ロ ン  

毎 週 水 曜 日 に日 本 語 教 室 を開 催 するとともに、学 習 者 のための託 児 や、外 国 人

住 民 のための子 育 て支 援 活 動 を実 施 しました。  

時    期   前 期  平 成 ２９年 ４月 １２日 ～９月 １３日   

午 前 １０時 ～正 午   

後 期  平 成 ２９年 １０月 １１日 ～平 成 ３０年 ３月 １４日   

午 前 １０時 ～正 午  

受 講 者 数   前 期  １０２人  

後 期  ９５人  

 

イ  Ａ ｌ ｐ ｈ ａ 日 本 語 教 室  

毎 週 日 曜 日 に日 本 語 教 室 を開 催 するとともに、外 国 人 との交 流 ・仲 間 づくりを目

的 とした各 種 交 流 事 業 を実 施 しました。  

時    期   第 １期  平 成 ２９年 ５月 １４日 ～８月 ６日  

午 前 １０時 ３０分 ～午 後 ０時 ３０分  

第 ２期  平 成 ２９年 ９月 １０日 ～１２月 １０日  

午 前 １０時 ３０分 ～午 後 ０時 ３０分  

第 ３期  平 成 ３０年 １月 １４日 ～４月 ８日  

午 前 １０時 ３０分 ～午 後 ０時 ３０分  

受 講 者 数   第 １期  １７７人  

               第 ２期  １９６人  

               第 ３期  １８６人  

 

ウ  ト ル シ ー ダ  

１８歳 までの不 就 学 、不 登 校 の外 国 につながる児 童 生 徒 を対 象 に、日 本 語 指 導 、

教 科 学 習 指 導 、中 卒 認 定 試 験 及 び高 校 受 験 指 導 等 の学 習 及 び進 学 相 談 全 般 、

保 護 者 との面 接 を学 校 等 関 係 機 関 と連 携 を図 り、年 間 を通 じて行 いました。また、

「国 際 の日 」交 流 イベントにて、ねんどでマグネット作 りの体 験 を通 し国 際 交 流 を行 い

ました。  

 

 



エ  希 望 の 光  

ブラジルにルーツを持 つ１８歳 以 上 の大 人 向 けのポルトガル語 教 室 を開 催 しました。  

時    期    ポルトガル語 母 語 保 持 教 室 開 講 日  午 後 １時 ～２時  

    

（ ４ ） 国 際 協 力  

ア  ほ づ み 会  

タイ山 岳 民 族 の子 どもの教 育 支 援 の報 告 会 やタイ語 教 室 を実 施 しました。  

（ ア ） ほ づ み 会 総 会  

内    容    ほづみ会 の名 前 の由 来 ともなった、タイ在 住 日 本 人 の国 際 協

力 活 動 家 、中 野 穂 積 氏 の来 日 に併 せ、現 地 での活 動 報 告 を

実 施 しました。また、タイの山 岳 民 族 の就 労 支 援 を目 的 に栽 培

しているコーヒー農 園 の様 子 を画 像 や働 いている青 年 たちの現

状 も交 えて説 明 。その後 、参 加 者 全 員 でコーヒーの試 飲 を行

いました。  

時    期   平 成 ２９年 ５月 ２０日 （土 ）  

  参 加 者 数   ２７人  

 

   （ イ ）「 ふ れ あ い 講 座 」 の 開 催  

内    容   中 野 穂 積 氏 によるタイにおける活 動 報 告 を中 心 に現 地 の様 子

を学 ぶ機 会 を設 けました。中 野 氏 が運 営 している尐 数 民 族 の子

どもが通 学 できるように生 活 する学 生 寮 や自 給 自 足 の日 々の暮

らしぶりがつぶさに語 られ、さらに、タイの教 育 事 情 や国 際 協 力 の

現 場 の状 況 がわかりやすく伝 えられました。  

時    期   平 成 ２９年 １０月 ７日 （土 ）  

参 加 者 数   ２５人  

 

   （ ウ ） ほ づ み 会 閉 会 総 会  

内    容   ２ ８年 間 に渡 り、中 野 穂 積 氏 を応 援 してきたほづみ会 もスタッフ

の高 齢 化 により活 動 を続 けることが困 難 になり、中 野 穂 積 氏 を

招 いてほづみ会 の閉 会 を厳 かに行 いました。  

時    期   平 成 ３０年 １月 １３日 （土 ）  

参 加 者 数   ２２人  

 

イ  Ｃ ｈ ｉ ｌ ｄ  Ｎ ｅ ｅ ｄ ｓ  Ｈ ｏ ｍ ｅ  

ミャンマーの子 どもの支 援 （教 育 支 援 、保 健 教 育 、職 業 訓 練 、フェアトレード、国 際

理 解 教 育 活 動 ）に関 する様 子 を伝 える活 動 を行 いました。また、 「国 際 の日 」交 流 イ

ベントとＴ ＩＡ世 界 塾 、豊 田 市 民 の誓 い制 定 ４０周 年 シンポジウムにて、活 動 の様 子 の

展 示 とミャンマーで貧 困 に苦 しむ子 どもの支 援 につながるチャイの販 売 を行 いました。

さらに、Ｔ ＩＡ世 界 塾 では講 演 も実 施 しました。  



６  管 理 部 門                                        

（ １ ） 理 事 会 ・ 評 議 員 会 開 催 状 況  

ア  理 事 会  

（ ア ） 平 成 ２ ９ 年 度 第 １ 回 理 事 会  平 成 ２ ９ 年 ６ 月 １ 日 （ 木 ）  

議 事  

議 案 第 １ 号  平 成 ２ ８ 年 度 事 業 報 告 及 び 決 算 に つ い て  

議 案 第 ２ 号  平 成 ２ ９ 年 度 第 １ 回 評 議 員 会 の 開 催 に つ い て  

議 案 第 ３ 号  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 就 業 規 則 の 一 部 改

正 に つ い て  

議 案 第 ４ 号  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 臨 時 職 員 の 就 業 等

に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 に つ い て  

議 案 第 ５ 号  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 給 与 規 則 の 一 部 改

正 に つ い て  

報 告  

 報 告 第 １ 号  基 本 財 産 等 の 運 用 状 況 に つ い て  

報 告 第 ２ 号  代 表 理 事 の 職 務 の 執 行 状 況 に つ い て  

 

（ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度 第 ２ 回 理 事 会  平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ７ 日 （ 火 ）  

※ 決 議 の 省 略 に よ り 承 認 可 決 （ 書 面 表 決 ）  

議 事  

議 案 第 ６ 号  理 事 改 選 に 伴 う 理 事 長 （ 代 表 理 事 ） の 選 定 に つ い て  

        議 案 第 ７ 号  理 事 改 選 に 伴 う 副 理 事 長（ 代 表 理 事 ）の 選 定 に つ い て  

        議 案 第 ８ 号  理 事 改 選 に 伴 う 専 務 理 事（ 代 表 理 事 ）の 選 定 に つ い て   

       報 告    

        報 告 第 ３ 号  理 事 改 選 結 果 に つ い て   

  

（ ウ ） 平 成 ２ ９ 年 度 第 ３ 回 理 事 会  平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ６ 日 （ 金 ）  

      議 事  

       議 案 第 ９ 号  平 成 ３ ０ 年 度 事 業 計 画 及 び 収 支 予 算 (損 益 )に つ い て  

報 告  

       報 告 第 ４ 号  代 表 理 事 の 職 務 の 執 行 状 況 に つ い て  

  

（ エ ） 平 成 ２ ９ 年 度 第 ４ 回 理 事 会  平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ２ ７ 日 （ 火 ）  

※ 決 議 の 省 略 に よ り 承 認 可 決 （ 書 面 表 決 ）  

議 事  

議 案 第 １ ０ 号  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 給 与 規 則 の 一 部

改 正 に つ い て  

議 案 第 １ １ 号  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 再 任 用 職 員 の 就

業 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 に つ い て  

議 案 第 １ ２ 号  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 臨 時 職 員 の 就 業



等 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 に つ い て  

議 案 第 １ ３ 号  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 国 際 交 流 協 会 限 定 職 員 の 就 業

等 に 関 す る 規 則 の 制 定 に つ い て  

イ  評 議 員 会  

平 成 ２ ９ 年 度 第 １ 回 評 議 員 会  平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ７ 日 （ 火 ）  

議 事  

議 案 第 １ 号  平 成 ２ ８ 年 度 決 算 の 承 認 に つ い て  

議 案 第 ２ 号  評 議 員 の 選 任 に つ い て  

議 案 第 ３ 号  理 事 の 選 任 に つ い て  

議 案 第 ４ 号  監 事 の 選 任 に つ い て  

報 告  

 報 告 第 １ 号  平 成 ２ ８ 年 度 事 業 報 告 に つ い て  

 報 告 第 ２ 号  平 成 ２ ９ 年 度 事 業 計 画 及 び 予 算 に つ い て  



（ ２ ） 評 議 員 一 覧  

平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在  

1  評 議 員  芦 苅  孝 子  国 際 ソ ロ プ チ ミ ス ト 豊 田  理 事  

2  評 議 員  井 奥  博 之  元 愛 ・ 地 球 博  事 務 次 長  

3  評 議 員  宮 川  尚 人  ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社  総 務 部 長  

4  評 議 員  杉 山  基 明  豊 田 市  副 市 長  

5  評 議 員  寺 部  曉  学 校 法 人 安 城 学 園  理 事 長  

6  評 議 員  福 嶋  兼 光  豊 田 市 教 育 委 員 会  教 育 長  

7  評 議 員  簗 瀬  孝 之  豊 田 商 工 会 議 所  常 議 員  

 

（ ３ ） 役 員 一 覧  

平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在  

1  代 表 理 事  豊 田  彬 子  公 益 財 団 法 人 あ す て  理 事 長  

2  代 表 理 事  大 山  輝 美  公 益 財 団 法 人 豊 田 市 文 化 振 興 財 団  理 事 長  

3  代 表 理 事  小 松  直 之  ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社  

4  理 事  奥 田  清 仁  奥 田 工 業 株 式 会 社  代 表 取 締 役  

5  理 事  石 川  要 一  豊 田 市 経 営 戦 略 部  部 長  

6  理 事  吉 村  達 也  豊 田 市 商 業 連 合  代 表 理 事  

7  理 事  湊  裕  連 合 愛 知 豊 田 地 域 協 議 会  事 務 局 長  

8  理 事  山 村  史 子  学 校 法 人 日 本 教 育 財 団 名 古 屋 医 専  教 官  

 

1  監 事  小 嶋  正 道  東 海 税 理 士 会 豊 田 支 部  副 支 部 長  

2  監 事  大 谷  哲 也  豊 田 市 総 務 部  部 長  

 

 



（ ４ ） 事 業 体 系 図  

公 １  地 域 と 諸 外 国 と の 相 互 理 解 と 友 好 親 善 を 深 め る た め の 国 際 交 流 と 国 際 協 力

に 関 す る 事 業  

    公 １ （ １ ） 国 際 親 善 使 節 の 受 入  

    公 １ （ ２ ） ナ シ ョ ナ ル デ ー の 開 催  

公 １ （ ３ ）「 国 際 の 日 」 事 業 の 開 催  

公 １ （ ４ ） 地 域 の 国 際 交 流 に 関 す る イ ベ ン ト 等 へ の 協 力 ・ 支 援 事 業  

公 １ （ ５ ） 国 際 協 力 機 構 （ Ｊ Ｉ Ｃ Ａ ） ボ ラ ン テ ィ ア 説 明 会 開 催 事 業  

 

公 ２  地 域 の 国 際 化 を 推 進 す る た め の 人 材 の 育 成 と 地 域 の 市 民 活 動 等 支 援 に 関 す

る 事 業  

    公 ２ （ １ ） ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 ・ 育 成 ・ 紹 介 事 業  

    公 ２ （ ２ ） ボ ラ ン テ ィ ア 意 見 交 換 会 の 開 催  

    公 ２ （ ３ ） 子 ど も 英 語 交 流 補 助 ボ ラ ン テ ィ ア  

    公 ２ （ ４ ） 国 際 理 解 教 育 セ ミ ナ ー  

    公 ２ （ ５ ） 外 国 語 講 座  

    公 ２ （ ６ ） 小 学 生 国 際 理 解 教 育  

    公 ２ （ ７ ） 草 の 根 の 国 際 交 流 の 推 進  

    公 ２ （ ８ ） と よ た グ ロ ー バ ル ス ク エ ア の 運 営  

 

公 ３  外 国 人 と 共 に 暮 ら す 多 文 化 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 事 業  

    公 ３ （ １ ） 日 本 語 講 座  

公 ３ （ ２ ） 多 言 語 相 談 事 業  

公 ３ （ ３ ） 通 訳 派 遣 事 業  

公 ３ （ ４ ） 翻 訳 事 業  

公 ３ （ ５ ） 豊 田 市 外 国 人 災 害 サ ポ ー ト ボ ラ ン テ ィ ア 支 援  

公 ３ （ ６ ） と よ た 日 本 語 学 習 支 援 シ ス テ ム 支 援 事 業  

公 ３ （ ７ ） 外 国 人 子 ど も 教 育 支 援 事 業  

 

公 ４  国 際 交 流 ・ 国 際 協 力 、 多 文 化 共 生 を 推 進 す る た め の 情 報 を 提 供 す る 事 業  

    公 ４ （ １ ） Ｔ Ｉ Ａ 機 関 誌 発 行 事 業  

公 ４ （ ２ ） 広 報 と よ た 「 外 国 人 の た め の 情 報 コ ー ナ ー 」  

公 ４ （ ３ ） Ｔ Ｉ Ａ ホ ー ム ペ ー ジ の 運 営  

 

７  附 属 明 細 書   

平 成 ２ ９ 年 度 事 業 報 告 に は 、「 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 に 関 す る 法 律 施

行 則 」 第 ３ ４ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 附 属 明 細 書 「 事 業 報 告 の 内 容 を 補 足 す る 重 要

な 事 項 」 が 存 在 し な い の で 作 成 し な い 。  


